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　東京電機大学の岩城和哉教授
の指導によるクリスマスボール
作りでは、ビニールハウス用の
樹脂ワイヤーを編み上げて、三角形、五角形、六角形が組み
合わさって出来上がる大きなボールを作って飾りました。最
初は苦戦していた子どもたちでしたが、形になり始めるとそ
の不思議な構造に目を輝かせて作り上げていました。

　『学生の人生劇場』では、「大学生たちが現在、どんな夢を
描いているか、これまでどんな努力をしてきたか」の動画を
劇仕立てに作って子どもたちに見せました。自分の将来をイ
メージして、日常の様々な事柄に意欲を以て生活してほしい
と考えての企画です。これを受けて、『未来予想図』、『ユメトー
ク』等、子どもたちも想いの整理に取り組み、好評でした。
　プロジェクト開始からもうすぐ 7 年、年齢も徐々に上がっ
て、高校受験などを迎える子も増えたことから、“受験生プ
ログラム”という試みも実施しました。子どもはキャンプを
楽しみながらも、自分で決めた時間割で勉強し、学生から苦
手科目の指導も受けて頑張っていました。
　最後になりましたが、いつも夢のつばさの活動を温かく支
えてくださる皆様方に、心より御礼申し上げます。引き続き
ご支援をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　（夢のつばさ♥プロジェクト）

　冬のクリスマスキャンプには、サンタさんがプレゼントを
抱えて登場します。今年は土日を挟んで行われ、学生ボラン
ティアたちに加えて社会人となった OB/OG も大勢集まっ
て、子どもたちの笑顔であふれる 3 泊 4 日となりました。
　恒例の音楽会で素晴らしい演奏をしてくださったハープ奏
者の宮田悠貴さんは、子どもたちにもハープを実際に触らせ
てくださって、皆、大喜びでした。

夢のつばさ♥プロジェクト ニュース　REPORT

【口座】三井住友銀行   大塚支店（店番号 227）普通 1284200
【名称】特定非営利活動法人 お茶の水学術事業会 理事長 平野由紀子　※ 夢のつばさプロジェクトの専用口座です。
ご寄附いただく際には、ご芳名、ご住所（連絡先）を下記までお知らせください。
※ 恐れ入りますが、税金控除の対象にはなりませんので、あらかじめご了承ください。
連絡先：事務担当　滝澤公子　TEL&FAX：03-5978-5362　Email：tsubasa@npo-ochanomizu.org
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「夢のつばさ♥プロジェクト」は、東日本大震災で親を失った子どもたちを長期にわたって支援すること
を目的として、お茶の水学術事業会を中心とした NPO 法人４団体によって進められている事業です。
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【実施期間】 2017 年 12 月 23 日～ 26 日
【開催地】 （株）ブリヂストン保養所　奥多摩園（青梅市）
【参加内訳】 小学生 12 名、中学生 5 名、高校生 3 名、専

門学校生 1 名、大学生ボランティアスタッフ
48 名（入替り有、OB/OG 含む）、社会人ス
タッフ／協力者 15 名（看護師含む）

【主な内容】

12 月 23 日 開会式、アイスブレイク、ゆめ活：“夢”のつばさで“活”
躍できる“活”動

12 月 24 日 朝の勉強会、クリスマスボール制作、学生の人生劇場：
劇仕立てで語る私の将来、音楽会、クリスマス会

12 月 25 日 朝の勉強会、子どもの企画、未来予想図、ユメトーク

12 月 26 日 閉会式、写真スライドショー
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広告募集
このページに広告を掲載しませんか？ 次号は 2018 年 6 月に 2500
部発行予定です。会員の皆様はじめ全国の公共機関などに配布し
ています。広告料金は、1 回につき 20,000 円。詳しくは下記まで
お問合わせください。

OPEN  月〜金  10:00 ～ 16:00
〒 112-8610 東京都文京区大塚 2-1-1 お茶の水女子大学 理学部 3 号館 204
TEL&FAX 03-5976-1478 E-mail : info@npo-ochanomizu.org
http://www.npo-ochanomizu.org
※会員の方は、お問合せの際、会員番号をお知らせください。会員番号は封筒の宛名ラベルに印字してあります。

学内に新しくできた施設で行った「こころとからだを拓くレッスン」には
沖縄や静岡から参加してくださった方もいました。普段はパソコンに向
かっていることが多いスタッフも、後ろの方で体を動かし、リフレッシュ
できました。新年度の計画を考える季節。進化する大学・附属学校園と
共に、私たちもやりがいを感じる活動を続けていけたらと思っています。

REPORT　事業報告　お茶の水学術事業会セミナー

● お茶の水学術事業会 2017 年度セミナーのご報告

「こころとからだを拓くレッスン」　
インストラクター：	猪崎	弥生	氏（お茶の水女子大学理事・副学長）、
	 落合	敏行	氏（企画集団「落合商店」主宰）

【開催日時】 2017 年 10 月 20 日（金）10:00 ～ 11:30
【会場】 お茶の水女子大学 
 Student Commons 2F マルチパーパス 1

【受講料】 500 円　　【参加】　25 名

 2017 年度 事業報告

　" 健康寿命 " を延ばすには、適度な運動やストレスをあ
まりためないことが大切だと言われますが、実際にはどん
なことをすればいいのか分からないという方は多いと思い
ます。そこで、舞踊学・舞踊芸術学がご専門の猪崎先生を
インストラクターにお迎えして、ダンスの動きを通して、
からだ から こころに働きかけるセミナーを開催しました。
　レッスンは、仰向けに寝て脱力し、自身のからだの状態
を知るところからスタートしました。荷物をいつも同じ側
の肩で持つ、座るときに脚を組む、など何気ない生活習慣
が、知らず知らずのうちに私たちのからだに " ひずみ " を
生じさせているのだそうです。寝た時にからだの左右のバ
ランスが崩れていたり、脱力しようとして却ってからだの
一部に力が入ってしまう受講生が多いようでした。猪崎先
生が一人ひとりの状態を丁寧に見てアドバイスをしていき
ます。
　その後、徐々に体をほぐしていきました。ゆったりとし
た音楽に合わせて、空間を感じながら歩いたり止まったり、

そこに手の動きやターンなどが加わり、体全体を使っていき
ます。休憩を挟んで後半は、がらりと雰囲気が変わり、軽
快なパーカッションの音楽に合わせて、リズミカルな動きに。
いつしか、群舞のダンス作品を一緒に創っているような雰
囲気になり、皆とても生き生きとしていました。最後にもう
一度仰向け（ヨガの死体のポーズ）になり、リラックスして
自身のからだとこころと向き合い、終了となりました。
　一連のレッスンをより効果的なものにしていたのが、
様々なダンス音楽を手掛け、舞台・映像作品にも楽曲を多
数提供している落合先生の音響でした。猪崎先生の指導に
ピタリとマッチするオリジナルの音楽が受講生をバック
アップし、「音楽にも助けられました」「お二人の先生のコ
ラボがステキでした」との感想が寄せられました。
　1 時間半という限られた時間でしたが、自分のからだを
丁寧に感じること、体を動かしたり、表現したりすること
の気持ちよさ、楽しさを実感していただけたようです。お
帰りの際の受講生の充実感のある表情からもそのことが伝
わってきました。
　このような体験型のセミナーは、お茶の水学術事業会と
しては初めての試みでしたが、実施して良かったと感じま
した。


